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（令和元年６月26日生まれ）

り　く大薮の
佐藤 丹美さん・凜空ちゃん

「お姉ちゃんと　　　　　
　　　仲良くしてね♡」

かつらぎ町の人口
（10月末日現在）

16,726人（前月比－32人）　男 7,883人　女 8,843人　世帯数 7,186世帯
出生 6人　死亡 20人　転入 19人　転出 37人

かつらぎ町
ホームページ→

人権作文・ポスター
優秀作品決定

〇ポスターの部（応募総数111点）

【最優秀賞】中 谷 絢 香 （笠田小学校6年）

【優秀賞】中 井　 穹 （梁瀬小学校2年）

【優秀賞】森　 椋 香 （大谷小学校3年）

【優秀賞】森 本 凌 生 （大谷小学校3年）

【優秀賞】渡 辺 華 妃 （妙寺中学校2年）

【優秀賞】西 浦 ひなた
 （笠田小学校5年）

【優秀賞】西 田 ユリコ
 （妙寺中学校2年）

※人権フェスティバルで行
われた表彰式の様子は、
次号広報に掲載予定です。

　人権フェスティバルにあわせ、人権作文とポスターを
募集したところ、町内の小中学生から多くの応募があり
ました。厳正な審査の結果、次の方々が入賞しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

〇作文の部（応募総数155点）
【最優秀賞】森本　未紅（大谷小６年）
【優 秀 賞】片岡　聖奈（妙寺中２年）
　　　　　　平岡　日向（妙寺中１年）
　　　　　　櫻本　貴裕（妙寺小６年）
　　　　　　植田　祐佳（妙寺小６年）
　　　　　　松下幸太郎（笠田中１年）
　　　　　　池田　枇由（妙寺小６年）

　　 　　　　　　　平
　 　　　　 櫻
　　　　　　植
　　　　　　松

　　

優秀作品は
今月号より
掲載します



月号
令和元年（2019年）第730号
12

今月の主な内容

●申告の準備はお早めに！　　　　　　　　　　２～３
●かつらぎ斎場、かつらぎ霊園墓地の利用について　５
●年末年始の業務のお知らせ　　　　　　　　　７
●まちのわだい　　　　　　　　　　　　　　　９～12
●人権作文　　　　　　　　　　　　　　　　　13
●12月のお知らせ　　　　　　　　　　　　　　14～15
●図書館だより　　　　　　　　　　　　　　　16
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　　　　　17～19

防災訓練実施！
かつらぎ警察による

被害状況確認訓練の様子。
初めて見るドローンの操作に
興味津々の子どもたち
（詳しくは、P.9まちのわだいへ）
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所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が

税
額
の
算
出
を
行
い
納
付
す
る
、

申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま

す
の
で
、
申
告
期
間
中
に
申
告

書
を
提
出
し
納
税
し
て
く
だ
さ

い
。
確
定
申
告
に
よ
り
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
方
は
、
令
和

２
年
２
月
17
日（
月
）以
前
で
も

申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
（
申

告
相
談
会
場
・
受
付
期
間
な
ど

は
次
号
掲
載
予
定
で
す
）。

　

確
定
申
告
、
町
民
税
・
県
民

税
の
申
告
な
ど
に
よ
り
所
得
が

把
握
で
き
て
い
な
い
場
合
、
税

務
課
窓
口
で
所
得
証
明
・
課
税

証
明
が
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所

得
者
は
、
収
入
や
経
費
を
項
目

別
に
整
理
・
集
計
し
、
決
算
書

や
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

　

次
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い

る
、
ま
た
は
今
後
利
用
さ
れ
る

方
は
、
所
得
状
況
な
ど
を
反
映

し
ま
す
の
で
、
申
告
期
間
中
に

申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

各
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
く

は
各
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

粉
河
税
務
署

（
☎
０
７
３
６
―
73
―
３
３

０
１
）、
税
務
課
住
民
税
係

（
内
線
２
０
４
２
）

■
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、

受
診
者
・
医
療
機
関
別
に
支
出

し
た
医
療
費
や
、
高
額
療
養

費
・
保
険
金
な
ど
の
給
付
を
受

け
た
金
額
を
集
計
し
、
医
療
費

控
除
の
明
細
書
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

※
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
、

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
な
ど

の
添
付
に
よ
り
明
細
書
へ
の
記

載
を
省
略
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し

て
家
屋
の
新
築
、
購
入
ま
た
は

増
改
築
し
た
場
合
、
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
れ
ば
特
別
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
の

年
末
残
高
等
証
明
書
、
家
屋
の

登
記
事
項
証
明
書
、
工
事
請
負

契
約
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
で

す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
、町
民
税・県
民
税
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に
！

《
令
和
元
年
分
所
得
税
の
申
告
受
付
》

令
和
２
年
２
月
17
日（
月
）

　
　
　
〜
３
月
16
日（
月
）ま
で

事
前
準
備

所
得
状
況
な
ど
が

反
映
さ
れ
る
制
度

住
民
福
祉
課
福
祉
係

（
内
線
２
０
６
３
・
２
０
６
４
）

・
児
童
手
当

・
児
童
扶
養
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
自
立
支
援
給
付
（
障
害
福
祉

　

サ
ー
ビ
ス
、
更
生
・
育
成
・

　

精
神
通
院
医
療
、
補
装
具
、

　

日
常
生
活
用
具
）

・
障
害
児
通
所
支
援
給
付

・
地
域
生
活
支
援
事
業

・
特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当

・
福
祉
手
当

・
ね
た
き
り
老
人
介
護
支
援
金

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
申
請

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

（
内
線
２
０
５
５
・
２
０
５
８
）

・
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

　

付
猶
予
申
請

・
障
害
基
礎
年
金
（
短
期
）

・
国
民
健
康
保
険
（
給
付
関
係

　

な
ど
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

・
子
ど
も
医
療

・
未
熟
児
養
育
医
療

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

・
重
度
心
身
障
害
児
者
医
療

・
精
神
障
害
者
医
療

・
老
人
医
療

健
康
推
進
課
介
護
保
険
係

（
内
線
２
０
５
１
）

・
介
護
保
険

・
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
法
人

　

等
に
よ
る
生
計
困
難
者
に
対

　

す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に

　

係
る
利
用
者
負
担
額
軽
減
制

　

度
事
業

健
康
推
進
課
衛
生
係

（
内
線
２
０
５
３
・
６
０
３
１
）

・
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

・
母
子
栄
養
強
化
食
品
支
給
事

　

業
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
検
診
助
成
事

　

業
建
設
課
住
宅
係

（
内
線
２
０
８
５
）

・
住
宅
使
用
料

教
育
総
務
課
子
育
て
係

（
内
線
３
０
０
８
）

・
こ
ど
も
園
な
ど
の
利
用
者
負

　

担
額
（
保
育
料
）

・
在
宅
育
児
支
援
事
業

教
育
総
務
課
総
務
係

（
内
線
３
０
１
３
）

・
就
学
援
助
費
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所
得
税
、
町
民
税
・
県
民
税

の
申
告
に
お
い
て
、
令
和
元
年

中
に
納
付
し
た
国
民
健
康
保
険

税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
・
介
護
保
険
料
は
、
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
か
ら
直
接
差

し
引
か
れ
て
い
る
分
に
つ
い
て

は
、
年
金
受
給
者
本
人
し
か
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介

護
保
険
料
の
年
間
納
付
済
額
の

お
知
ら
せ
は
、
１
月
下
旬
に
発

送
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

・
国
民
健
康
保
険
税
…
税
務
課

徴
収
係
（
内
線
２
０
４
１
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係
（
内

線
２
０
５
８
）

・
介
護
保
険
料
…
健
康
推
進
課

介
護
保
険
係
（
内
線
２
０
５

１
）

申
告
時
に
お
け
る
国
民
健

康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
に
か
か
る
社
会
保
険
料

控
除
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
す
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
町
長
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
や
町

民
税
・
県
民
税
の
障
害
者
控
除
・
特
別
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
要
件
】

①
身
体
に
障
害
の
あ
る
高
齢
者
で
、
そ
の
障

害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
と
同
程
度
の
方

②
認
知
症
高
齢
者
で
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
と
同
程

度
の
方

◆
令
和
２
年
２
月
か
ら
の
確
定
申
告
に
利
用

す
る
場
合
の
申
請
受
付
は
１
月
６
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

◆
申
請
か
ら
認
定
ま
で
２
〜
３
日
程
度
か
か

り
ま
す
の
で
、
認
定
を
希
望
す
る
方
は
、
申

告
時
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
認

定
に
伴
う
調
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
認
定
ま

で
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
介
護
保
険
係

（
内
線
２
０
５
１
）

障
害
者
控
除
、特
別
障
害

者
控
除
の
認
定

　

毎
年
12
月
末
に
、
個
人
事
業
主
お
よ
び
法
人
に
対
し
て
、
固
定
資
産
税
課
税

に
か
か
る
償
却
資
産
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
電
子
化
の
流
れ
に
伴
い
、
昨
年
送
付
分
（
平
成
31

年
度
申
告
分
）
よ
り
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
、
申
告
書
・
案
内
文
は

送
付
せ
ず
、
案
内
は
が
き
の
み
を
送
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
年
中
に
資
産
の
増
減
が
あ
っ
た
場
合
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
印
刷
し
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
（
税
務
課
で
も
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

申
告
が
必
要
な
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
提
出
期
限
は
１
月
31
日（
金
）と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
内
線
２
０
４
３
）

固
定
資
産
税
課
税（
償
却
資
産
）の
申
告
に

関
す
る
案
内
は
が
き
の
送
付

　　　栃木市へ
住家被害認定士を派遣
　先般関東地方に上陸し広範囲に及
び河川氾濫などにより多大なる被害
をもたらした台風第19号の被害調査
について関西広域連合の職員派遣要
請に基づき本町からも10月21日（月）
～26日（土）にかけ職員２名を栃木市
に派遣しました。
　住家被害認定とは、災害により被
災した住家について被害の程度（全
壊、半壊など）の調査を行い罹災証
明書の発行となる基礎資料となりま
す。
　被災された方の一日でも早い復旧
をお祈り
いたしま
す。
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１
月
下
旬
以
降
に
、
支
給
予

定
の
方
に
支
給
勧
奨
通
知
を
送

付
し
ま
す
。
案
内
が
届
い
た
ら
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

１
年
間
の
医
療
費
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額

が
世
帯
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
超
え
た
分
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

制　
　

度

　

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額

が
下
表
の
限
度
額
を
超
え
る
場

合
に
、
そ
の
超
え
た
額
を
支
給

し
ま
す
。

※
負
担
区
分
は
世
帯
の
所
得
区

分
に
応
じ
て
異
な
り
ま
す
。

※
医
療
費
の
自
己
負
担
額
に
は
、

保
険
適
用
外
の
費
用
や
入
院
時

の
食
事
代
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
高
額
療
養
費
な
ど

の
支
給
を
受
け
た
場
合
は
そ
の

額
を
差
し
引
い
た
額
に
な
り
ま

す
。

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
に
は
、

福
祉
用
具
購
入
や
住
宅
改
修
に

係
る
費
用
、
食
費
・
居
住
費
お

よ
び
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
の
負

担
分
は
含
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の

支
給
を
受
け
た
場
合
は
そ
の
額

を
差
し
引
い
た
額
に
な
り
ま
す
。

支  

給  

額

　

基
準
日
（
令
和
元
年
７
月
31

日
）
に
お
い
て
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
世
帯
で
、
医
療
と

介
護
の
両
方
に
自
己
負
担
が
あ

る
世
帯

※
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
健
康

保
険
、
職
場
な
ど
の
健
康
保
険

で
は
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
と
な
り
、

合
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
世
帯

　

平
成
30
年
８
月
１
日
〜
令
和

元
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

対
象
期
間

※「低所得者Ⅰ」の区分で介護サービス利用者が複数いる世帯の場合は、限度額の適用方法が異なります。

自己負担限度額（年額）～70歳以上の方～
後期高齢者医療保険＋介護保険（75歳以上の方）
医療保険＋介護保険（70～74歳の方）負　担　区　分

上位所得者
(現役並み所得者)

一　　　　般
低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

住民税非課税世帯

690万円以上
380万円以上690万円未満
145万円以上380万円未満

212万円
141万円
67万円
56万円
31万円
19万円

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

問
い
合
わ
せ　

○
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に

つ
い
て

健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

（
内
線
２
０
５
５
）

○
介
護
保
険
に
つ
い
て

健
康
推
進
課
介
護
保
険
係

（
内
線
２
０
５
１
）

自己負担限度額（年額）～70歳未満の方～

住民税非課税世帯

住民税
課税世帯

所得要件（旧ただし書き所得） 医療保険＋介護保険
212万円
141万円
67万円
60万円
34万円

901万円超
600万円超901万円以下
210万円超600万円以下
210万円以下

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

１
月
下
旬
以
降
に
、
支
給
予

定
の
世
帯
主
の
方
に
支
給
勧
奨

通
知
を
送
付
し
ま
す
。
案
内
が

届
い
た
ら
、
早
め
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

　

詳
し
く
は
、
加
入
健
康
保
険

の
保
険
者
、
勤
務
先
の
健
康
保

険
担
当
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
や
具
体
的
な
手

続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他
の
健
康
保
険

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

支
給
予
定
と
な
る
方

へ
の
お
知
ら
せ
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県
が
実
施
し
て
い
る
制
度
で
、

修
学
資
金
・
就
学
支
度
資
金
・

技
能
習
得
資
金
な
ど
が
あ
り
、

対
象
者
の
方
が
経
済
的
自
立
や

児
童
な
ど
の
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
低
利
ま
た
は
無
利
子
で
借

り
る
こ
と
の
で
き
る
資
金
で
す
。

対
象
者

　

現
に
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
、
父
ま
た
は
寡
婦

※
所
得
要
件
や
面
接
審
査
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が

　

利
用
で
き
る
制
度
の
紹
介

か
つ
ら
ぎ
斎
場
、

か
つ
ら
ぎ
霊
園
墓
地
の
利
用
に
つ
い
て

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

貸
付
金

対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
父

※
事
前
の
相
談
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
所
得
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
。

◆
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　

対
象
教
育
訓
練
講
座
の
受
講

費
用
の
６
割
を
給
付
（
上
限
20

万
円
）。

◆
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　

看
護
学
校
な
ど
で
修
学
す
る

全
期
間
（
上
限
３
年
）
に
つ
い

て
、
月
額
10
万
円
（
住
民
税
課

税
世
帯
７
万
５
０
０
円
）
を
給

付
。

◆
Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
乗
車
券
の
割

引
　
Ｊ
Ｒ
通
勤
定
期
乗
車
券
が
３

割
引
に
な
る
証
明
書
を
発
行

（
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
に

限
る
）。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
福

祉
係
（
内
線
２
０
６
４
）

母
子
父
子
自
立
促
進
事
業

か
つ
ら
ぎ
斎
場

　

一
人
ひ
と
り
の
悩
み
事
や
心

配
事
に
対
し
て
、
支
援
員
に
よ

る
相
談
や
利
用
で
き
る
制
度
の

紹
介
、
養
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方

わ
か
や
ま
ひ
と
り
親
家
庭

ア
シ
ス
ト
事
業

　

斎
場
で
は
、
通
夜
を
伴
わ
な

い
簡
易
な
葬
儀
を
希
望
さ
れ
る

方
の
た
め
、
式
場
利
用
に
つ
き

次
の
使
用
料
を
設
定
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
式
の
進
行
な
ど

に
つ
い
て
は
、
当
家
よ
り
ご
寺

院
、
葬
儀
社
な
ど
へ
別
途
依
頼

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　

簡
易
な
葬
儀
と
は
、
ご
く
少

数
の
近
親
者
の
み
で
行
わ
れ
る

も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

斎
場
使
用
料
な
ど
に
関
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生

活
環
境
係
（
内
線
２
２
３
０
・

２
２
３
１
）

か
つ
ら
ぎ
霊
園
墓
地

　

お
墓
参
り
の
あ
と
、
お
供
え

さ
れ
て
い
た
花
や
飲
み
物
な
ど

を
、
通
路
・
土
手
に
捨
て
て
行

か
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
こ
れ
は
不
法
投
棄
に
当
た

る
行
為
で
す
。
ご
自
身
の
墓
地

区
画
だ
け
を
き
れ
い
に
す
る
の

で
は
な
く
、
共
用
ス
ペ
ー
ス
の

美
化
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

火　葬　料

式場使用料

合　　　計

20,000円

10,000円

30,000円

120,000円

20,000円

140,000円

密葬など
（一時使用）

12歳以上のとき

区　　　分 町　内 町　外 備　考

※使用者および死亡者のいずれもが町民でない場合は、
　町外料金となります。

ご
み
は

　

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

詳しくは↑
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項　　目 1人当たり 1世帯当たり 使　い　道

　町の財政がどのように運営されているか、皆さんにお知らせするために上半期と下半期の２回に分けて、財政状況を
公表しています。今回は、平成31年度上半期（令和元年９月30日現在）の予算執行状況などをお知らせします。
　歳入のなかには、例年、下半期に収入する科目があり、町債について上半期は少額となっています。歳出のうち、農
林水産業費や土木費には工事に関係する費用が多く含まれています。工事を行うためには、設計が必要な場合や着手か
ら完成までに数カ月の期間が必要な場合があります。そのため、上半期では執行率が低くなっています。
　また、事業を実施する際、町の予算不足分を補うためお金を借りており、その返済額（公債費）が大きくなっています。

（11.2%）
その他

（50.1%）
議会費

（38.6%）
商工費
（0%）

諸支出金

（55.6%）
消防費

（35.0%）
衛生費

（24.9%）
農林水産業費

（33.3%）
教育費

（34.2%）
総務費

（63.5%）
公債費

（32.6%）
土木費

（47.0%）
民生費

（35.7%）
その他

（43.4%）
寄附金

（43.9%）
使用料及び手数料

（24.1%）
諸収入
（57.1%）
地方消費税交付金
（100.0%）
繰越金

（52.4%）
繰入金

（10.3%）
県支出金
（20.0%）
国庫支出金

（0.7%）
町債
（67.3%）
町税
（65.0%）
地方交付税37億7414万4千円

24億5312万3千円
19億7908万円

13億3268万2千円

12憶3510万円
900万円

10億7284万6千円
5億6200万円

10億1464万6千円
2億334万6千円

8億9261万円
9176万4千円

3億4909万2千円
3億4909万2千円

2億9460万円
1億6815万3千円

1億7819万4千円
4289万8千円

1億7101万円
7413万5千円

1億3353万5千円
5865万6千円

3億3237万円
1億1877万4千円

歳入 執行率47.8％
予算現額
114億2722万7千円
収入済額
54億6362万3千円

歳出 執行率41.3％

予算現額
114億2722万7千円
支出済額
47億2447万7千円

29億7722万円
13億9939万5千円

19憶3575万円
12億2910万8千円

14億3137万9千円
4億6616万2千円

14億2036万8千円
4億8538万1千円

11億1114万8千円
3億6965万6千円

7億1493万3千円
2億5020万円

4億7655万8千円
2億6498万1千円

4億5262万9千円
1億1270万3千円

3億2218万円
13万3千円

1億5548万円
5994万4千円

4971万3千円
9925万6千円

3億3032万6千円
3710万1千円

※（　）内の数値は各項目の
　執行率を表示しています。

町民へのサービス等に要する経費

町民が負担する税負担額

◇人口 16,758人　世帯数7,187世帯（令和元年9月30日現在）

項　　目 1人当たり 1世帯当たり 経　費　の　内　容
議会の活動に要する経費
庁舎の維持管理、税金徴収、選挙等に要する経費
児童、高齢者、障害者等の社会福祉に要する経費
感染症予防、清掃関係、火葬場運営等、公衆衛生に要する経費
農林業振興等に要する経費
観光や商工業振興等に要する経費
道路橋梁、河川、公園等の公共施設の維持管理等に要する経費
消防、防災関係に要する経費
小中学校、教育委員会、社会教育等、教育関係に要する経費
国や銀行などから借りた町債（借金）の元金・利子の返済に要する経費
ほかの支出科目に含まれない行政目的を有しない経費
自然災害に罹災した際の復旧などに要する経費

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
そ の 他
合　　　計

2,967
28,964
83,506
14,930
6,725
3,577
27,817
15,812
22,058
73,345

8
2,214

281,923

6,917
67,536
194,712
34,813
15,682
8,341
64,862
36,869
51,434
171,018

19
5,162

657,365

個人町民税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
都市計画税
合　　　計

17,617
46,960
4,189
2,678
4,884
76,328

41,078
109,498
9,768
6,245
11,389
177,978

町が自由に使い道を決めることができる税金
住み良い町づくりのために活用

公園や街路、下水道などの都市計画事業に活用

（単位：円）

（単位：円）
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地方債および一時借入金の現在高

地方債（町の借入金）

一時借入金

一般会計
シビックセンター特別会計
花園地域交流推進施設運営事業特別会計

14,557,167
13,960,371
105,122
491,674

0

項　　目 現在高
（単位：千円）町有財産 （単位：千円）

土地
建物
出資による権利
債権（町の貸付金）
基金（町の積立金）
一般会計
　うち財政調整基金
　うち減債基金 
　うちその他特定目的基金など
国民健康保険事業特別会計
介護保険事業特別会計

2,408,335.32㎡
146,721.92㎡

19,877
21,920

2,084,766
1,822,286
800,619
32,787
988,880
221,433
41,047

項　　目 面積または現在高

（土地建物については平成31年3月31日現在です）

歳　入 歳　出
会　　計 予算現額 収入済額 執行率 予算現額 支出済額 執行率

シビックセンター
国民健康保険事業
天野診療所事業
後期高齢者医療事業
介護保険事業
花園地域交流推進施設運営事業

合　　　　計

72,269
2,630,077

8,515
564,413
2,852,561
95,881

6,223,716

37,024
1,364,280

8,375
264,220
1,416,351

1,851
3,092,101

51.2%
51.9%
98.4%
46.8%
49.7%
1.9%
49.7%

72,269
2,630,077

8,515
564,413
2,852,561
95,881

6,223,716

27,596
1,078,867

3,570
209,099
1,093,610
40,094

2,452,836

38.2%
41.0%
41.9%
37.0%
38.3%
41.8%
39.4%

平成31年度上半期特別会計予算の執行状況 （単位：千円）

12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日（
日
）休
業

（
日
直
配
置
）

年
末
年
始
の
業
務
の
お
知
ら
せ

役
場

◆
可
燃
性
ご
み

１
月
１
日（
水
）〜
５
日（
日
）休
業

◆
プ
ラ
・
ペ
ッ
ト
ご
み

12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日（
日
）休
業

◆
不
燃
性
ご
み

12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日（
日
）休
業

◆
直
接
持
込
粗
大
ご
み

１
月
１
日（
元
日
）、
２
日（
木
）休
業

※
３
日（
金
）は
午
前
８
時
〜
正
午
ま
で

受
付
し
ま
す
。

※
広
域
ご
み
処
理
場
へ
直
接
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
収
集

12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日（
日
）休
業

※
年
始
は
１
月
６
日（
月
）か
ら
平
常
業

務
。
年
末
年
始
は
、
し
尿
く
み
取
り
の

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
く
み
取
り
を

希
望
の
方
は
、
12
月
10
日（
火
）ま
で
に

指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

町
く
み
取
り
許
可
業
者

ア
ッ
プ
ラ
ン
ド
㈱
、
㈱
松
本
衛
生
、
㈲

武
田
清
掃

ご
み
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
、
斎
場
使

用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉

課
生
活
環
境
係（
内
線
２
２
３
０
・
２

２
３
１
）

し
尿
く
み
取
り

12
月
29
日（
日
）〜
１
月
３
日（
金
）休
館

体
力
づ
く
り
フ
ロ
ア

年
末　

12
月
31
日（
火
）ま
で

※
通
夜
は
12
月
30
日（
月
）ま
で

年
始　

１
月
４
日（
土
）か
ら 

※
通
夜
は
１
月
３
日（
金
）か
ら

【
ペ
ッ
ト
火
葬
】

12
月
28
日（
土
）〜
１
月
５
日（
日
）休
業

か
つ
ら
ぎ
斎
場

12
月
30
日（
月
）〜
１
月
３
日（
金
）ま
で

年
末
年
始
の
休
日
診
療
を
行
い
ま
す
。

・
伊
都
地
方
休
日
急
患
診
療
所

（
☎
０
７
３
６
―
33
―
１
９
０
３
）

診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午（
受
付
11
時
30
分
）

午
後
１
時
〜
５
時（
受
付
４
時
30
分
）

・
伊
都
地
方
休
日
急
患
歯
科
診
療
所

（
☎
０
７
３
６
―
33
―
１
９
０
５
）

診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

※
受
診
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
連
絡

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

休
日
診
療



広報かつらぎ  令和元年（2019年）12月号 8

　国の文化審議会（会長　佐藤信）は、７月19日（金）に開催された同審議会文化財分科会の審
議・議決を経て、下記６件を含む文化財の登録について文部科学大臣に答申を行いました。

令和元年度 第１回メンタルヘルスセミナーのお知らせ
　人間関係やあらゆる不安・ストレスに対処し、体や心の不調を未然に防ぐための方法につい
てお伝えする講座です。誰でも気軽にご参加いただける、簡単で分かりやすく、実践しやすい
内容となっていますので、多数の参加をお待ちしています。

日　時　12月20日（金）午後１時30分～３時30分
場　所　かつらぎ町保健福祉センター　３階研修フロア
参加費　無料　　　申込締切　12月10日（火）
対象者　橋本・伊都管内在住の方、在勤されている従業員とその家族
講　師　関西マインドフルネス協会インストラクター　谷本  由紀 氏
内　容　講演「自分でできる！心と体が元気になるマインドフルネス講座」
　　　　※椅子に座っての瞑想を行います。
　　　　　軽く足を開くのでパンツルック（ロングスカートでも可）で参加。

日時　１月28日（火）午後１時30分～２時30分
場所　四郷地域交流センター１階　大会議室
講師　御船　達雄 氏（和歌山県教育委員会文化遺産課）
演題　『四郷のかやぶき文化遺産と登録有形文化財』

問い合わせ　生涯学習課指導係（内線３０１９）

問い合わせ　橋本保健所（橋本保健医療圏地域・職域連携推進協議会）
　　　　　　（☎０７３６－４２－５４４０）

豊原家住宅
名　称 所在地 建築年代 登録基準※

①
②

豊原家住宅主屋
豊原家住宅離座敷

滝
滝

江戸後期／平成31年改修
昭和前期

１
１

神野阿弥陀堂
名　称 所在地 建築年代 登録基準※

① 神野阿弥陀堂 東谷 貞享３年（1686年）／平成４年改修 １

的場家住宅
名　称 所在地 建築年代 登録基準※

①
②
③

的場家住宅主屋
的場家住宅離れ
的場家住宅土蔵

東谷
東谷
東谷

文化２年（1805年）／平成18年改修
大正後期
昭和31年

２
１
１

※登録基準　１　国土の歴史的景観に寄与しているもの
　　　　　　２　造形の規範となっているもの
　　　　　　３　再現することが容易でないもの

豊原家住宅・的場家住宅・神野阿弥陀堂が国の登録有形文化財へ！
とよはら  け　　　　　 まと  ば  け　　　　　 こう  の

的場家住宅主屋的場家住宅主屋的場家住宅主屋

国登録記念 歴史・文化講座国登録記念 歴史・文化講座
『四郷のかやぶき文化遺産と登録有形文化財』『四郷のかやぶき文化遺産と登録有形文化財』
国登録記念 歴史・文化講座
『四郷のかやぶき文化遺産と登録有形文化財』
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ふるさと納税返礼品提供事業者募集
　ふるさとかつらぎ寄附金（ふるさと納税）の返礼品提供事業者を募集してい
ます。本町への寄附の促進を図ることによる自主財源の確保や、地元特産品の
ＰＲ、町内産業の振興などにつなげることを目的としています。

■応募条件
　町内に事業所がある法人・団体・個人事業者、または町内産品を原材料として製造した加
工品を取り扱う事業者であること。ただし、町内事業者でない場合は町内事業者と連携した
事業者であること、または共通返礼品を取り扱う事業者であること。
※他にも条件があります。詳しくはお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。

■こんな返礼品を大募集！
　・めずらしい果物
　・プレミア和歌山に選ばれているもの
　・あまり知られていないが、ぜひＰＲしたいもの
　※参考：人気で品切れとなる返礼品（清水白桃、シャインマスカットなど）
　※インターネットで「ふるさとチョイス　かつらぎ町」で検索すると、
　　本町の返礼品をご覧いただけます。

■ふるさとかつらぎ寄附金のPRにご協力ください！
　ふるさとかつらぎ寄附金（ふるさと納税）は、昨年度寄附額１
億７千万円を超え、本町の大切な財源の一つとなっています。町
外に住むご家族やご友人に、ぜひ本町のふるさと納税をご紹介く
ださい。まちづくり推進係にご連絡いただくと、カタログや申込
用紙をお送りすることもできます。

詳しくは↑

問い合わせ　企画公室まちづくり推進係（内線２２１１）

出品手数料無料！
納品価格は自由に決める
ことができます。

まちまちのわだいわだいまちのわだい

防災訓練実施
　10月27日（日）、かつらぎ町防災訓練が花園保健センターで行
われました。この日は、地元自治区の皆さんをはじめ、警察・
消防機関・赤十字奉仕団など、148名の方が参加して「発電機
の使用訓練」、「備蓄食料活用訓練」、「心肺蘇生・ＡＥＤ使用訓
練」、「災害対応訓練」、「被害状況確認訓練」などを行いました。

備蓄食料活用訓練心肺蘇生・ＡＥＤ使用訓練発電機の使用訓練

と、

発電機の使用訓練

災害対応訓練

心肺蘇生・AED使用訓練 備蓄食料活用訓練
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まちまちのわだいわだいまちのわだい

　10月10日（木）、中家功さん（花園梁瀬）に旭日単光章が伊都
振興局より伝達されました。
　中家さんは、花園村議会議員として３期12年間在職され、
その間、議会副議長を務めるなど、要職を歴任され、村の発
展および住民福祉の向上に多大な貢献をされた功績が認めら
れ、今回の受章となりました。

高齢者叙勲受章

　10月26日（土）、有田市民会館で令和元年度『子供・若者育成支援県民大会』が開催されました。
　この大会は毎年、和歌山県と和歌山県教育委員会、公益社団法人和歌山県青少年育成協会が開
催しており、「次代を担う青少年が、社会の一員として人々から尊ばれながら、希望に満ち、心
身ともに健やかに成長すること」のため、日ごろから指導などの活動で、その功績が認められた
方々を表彰し、一層の青少年の健全育成を図る場です。《敬称略》

県知事感謝状・会長表彰受章

　スポーツ少年団の指導・育成に貢献し、特に
顕著な功績のあるスポーツ少年団および指導者
に贈られる「2019年度日本スポーツ少年団顕
彰」が決定され、本町からは、笠田クラブ（軟
式野球）指導者の宮本暑夫さん（萩原、写真左）
と、かつらぎ尚武会（剣道）指導者の中辻茂材さ
ん（妙寺、写真右）が表彰されました。
　お二人は長年にわたり、それぞれのスポーツ
少年団の代表として熱心に指導育成に取り組ま
れています。
　また、町スポーツ少年団の役員にも就任され、
町内スポーツの発展・向上に貢献されたことが
認められ、今回の受章となりました。

スポーツ少年団顕彰受章

◆県知事感謝状
　特別功労　　　門　三佐博
　健全育成部門　西林　佑佳

◆和歌山県青少年育成協会会長表彰
　青少年健全育成関係　山下　慎二
　善行青少年関係　　　後藤　遥

門三佐博さん 左から後藤遥さん、西林佑佳さん 山下慎二さん
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　11月２日（土）、平成31年度かつらぎ町
教育委員会表彰式がかつらぎ総合文化会
館で開催されました。
　今年度受章された小桺好秀さん（平沼
田）は、昭和62年より32年間、体育指導
委員（現スポー
ツ推進委員）と
して本町の競技
スポーツの普及
・振興に尽力さ
れました。
　今回の受章は
そのスポーツ功
労振興の功績に
対するものです。

教育委員会表彰
　10月24日（木）、井本久司さん（中飯降）が令和元
年度全国社会教育委員連合表彰を受章されました。
　井本さんは、昭和42年から約50年間、体育指導
委員（現スポーツ推進委員）を、昭和53年から約38
年間、社会教育委員（同会長を10年間、伊都地方
社会教育委員連絡協議会
副会長を４年間）を務め
られ、現在も体育協会理
事長に就任されています。
　本町の社会教育に関す
る諸計画の立案、地域で
の活動や団体への助言・
支援など、長年にわたり
献身的にご尽力いただい
た功績が認められての受
章です。

全国社会教育委員連合表彰受章

　10月13日（日）、14日（体育の日）を中心に、かつらぎ町体育まつりが開催されました。この体育
まつりは、昭和46年に開催された「和歌山黒潮国体」を記念して開催され、今年で48回目を迎え
ます。かつらぎ公園など町内の施設で12種目の競技が行われ、参加者は日ごろの練習の成果を発
揮するとともにお互いの親睦を深めました。
　14日には、総合文化会館で総合開会式が開催され、各種スポーツ大会などで優秀な成績を収め
られた方や団体に、体育協会会長表彰が贈られました。《敬称略》

【スポーツ奨励賞】
　木下　嵩之（少林寺拳法・笠田中学校）
　山本　知幸（近代３種・笠田中学校）
　岡本　修治（硬式野球・妙寺中学校）
　中本　大雅（硬式野球・笠田中学校）
　畑中　友輔（硬式野球・妙寺中学校）
　森岡　颯太（硬式野球・笠田中学校）

【会長特別賞】
　澤本雄一朗（ゴルフ・渋田小学校）
　浦　　美桜（エアロビック・笠田小学校）
　西岡　美音（エアロビック・渋田小学校）
　前坂はづき（エアロビック・渋田小学校）
　ジュニア駅伝かつらぎ町選手団（陸上競技）

第48回 かつらぎ町体育まつり開催

体育協会会長表彰　スポーツ奨励賞 選手宣誓：宮本麻里さん（バレーボール）
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　子どもの遊びを記録に変える「第36回かつらぎ町子どもあそびのチャレンジ大会」（同実行委
員会・町青少年育成連絡協議会主催）が、10月27日（日）に、かつらぎ公園グラウンドで開催され
ました。当日は好天に恵まれ、200名の参加者が子どもの遊びを基本とした12種目の競技に挑戦
し、大会は大いに盛り上がりました。

新記録者《敬称略》
【Ａクラス（小１～３年生）】
◎１分ドリブル（165回）池ノ内良行（笠田小学校２年）
【Ｂクラス（小４～６年生）】
◎ピンポン玉はこび（10秒57）池ノ内孝守（笠田小学校６年）
【Ｃクラス（中学生）】
◎なまけもの２（25秒10）大森　胡晴（笠田中学校２年）

記録に挑戦！チャレンジ大会

　10月22日（祝）、総合文化会館ＡＶホールで「第４回ビブリオバトル小学生・中学生大会」が開
催され、小学生10名、中学生14名がお気に入りの本の魅力を発表しあい、聴衆の投票でそれぞれ
のチャンプ本が決定しました。紹介本は図書館でも所蔵
していますので、お気軽にご利用ください。

【小学生の部】
　「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」廣嶋　玲子 著
　　紹介者　南　　華乃さん（笠田小学校５年・写真右）
【中学生の部】
　「言葉はなぜ生まれたのか」岡ノ谷　一夫 著
　　紹介者　中泉　風笑さん（笠田中学校１年・写真左）

「ビブリオバトル小学生・中学生大会」開催

　11月２日（土）～４日（月）の３日間、総
合文化会館で第48回かつらぎ町文化展（町
文化協会主催）が開催されました。
　洋画・日本画・書・工芸など10部門229
名396点の作品展示があり、会場を訪れた
多くの方が展示作品を鑑賞されました。

かつらぎ町文化展開催

　和歌山ホークスは、ヤングリーグ夏季大会・
和歌山支部予選において優秀な成績をおさめ、
これにより７月にレギュラーチーム（中３）は兵庫
県で開催された「第27回ヤングリーグ選手権大
会」に出場し１回戦敗退。ジュニアチーム（中２
以下）は岡山県で開催された「第７回ヤングリー
グ選手権大会」に
出場し、２回戦敗
退でした。
　本町から７名の
選手が活躍し、
春・夏と硬式野球
で全国大会に出場
する事が出来まし
た。

ヤングリーグ選手権大会
　　　　　　全国大会出場

まちまちのわだいわだいまちのわだい

ピンポン玉はこび
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代
表
し
、
多
く
の
経
験
を
し

ま
し
た
。
他
に
も
、
手
洗
い
を

心
が
け
て
、
つ
ね
に
ハ
ン
カ
チ

で
ふ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
人
か
ら
の
何
気
な
い

言
葉
や
態
度
に
き
ず
つ
い
た
の

で
、
も
っ
と
心
を
強
く
し
て
い

こ
う
と
努
力
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
心
が
弱
い
人
や
き
ず
つ
き

や
す
い
人
に
と
っ
て
は
、
ほ
ん

の
小
さ
な
こ
と
が
、
い
じ
め
に

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
私
が
い
じ
め
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
多
汗
症
に
つ
い

て
周
り
の
み
ん
な
が
理
解
し
て

助
け
て
く
れ
た
の
と
同
時
に
、

自
分
の
心
も
強
く
持
っ
て
き
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
か
ら
成
長
し
て
い

く
中
で
、
ま
だ
ま
だ
多
汗
症
と

の
つ
き
合
い
が
続
い
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
き
ず
つ

く
こ
と
が
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、

心
を
強
く
し
、
前
向
き
に
考
え

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
私
も

ま
た
、
人
に
対
し
て
、
一
つ
一

つ
の
行
動
や
言
葉
に
注
意
し
て
、

接
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

片
言
隻
語
と
は
、
「
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
」
と
い
う

意
味
で
す
。
良
い
時
に
も
、
悪

い
時
に
も
使
わ
れ
ま
す
。
何
気

な
い
一
言
が
人
の
心
を
き
ず
つ

け
て
し
ま
っ
た
り
、
時
に
は
人

を
救
っ
た
り
し
ま
す
。
私
は
、

人
を
救
え
る
何
気
な
い
一
言
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
へ
ん
げ
ん
せ
き
ご
）

第71回人権週間　12月４日（水）～10日（火）

　困りごと、心配ごとでお悩みの方は、下記の人権相談窓口までお気軽にご相談
ください。相談は無料で秘密は守られます。

受付時間　月～金曜日の午前８時30分～午後５時15分
　　　　　（12月29日～１月３日、休日を除く）

面談による相談窓口
　　　和歌山地方法務局橋本支局　（☎0736-32-0206）

電話による相談窓口
　　　　　子どもの人権１１０番　（☎0120-007-110）
　　　　　女性の人権ホットライン（☎0570-070-810）
　　　　　みんなの人権１１０番　（☎0570-003-110）

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう相手の気持ち　未来へつなげよう違いを認め合う心～
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ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）》

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
事

業
者
向
け
・
入
札
情
報
」
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
公
室
管
財

契
約
係
（
内
線
２
０
１
１
）

《
町
長
部
局
》
（　

）
は
前
職

◆
参
事
兼
企
画
公
室
長

▽
北
中
公
博
（
企
画
公
室
長
）

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

12月の12月の12月の

お知らせ

●
異
動【
10
月
15
日
付
】

提
出
場
所　

企
画
公
室
管
財
契

約
係

有
効
期
間
・
《
書
類
様
式
》

◆
建
設
工
事（
追
加
受
付
の
み
）

令
和
２
年
度
（
１
年
間
）

《
町
指
定
様
式
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）》

※

平
成
31
・
32
年
度
資
格
の
中

間
年
で
す
が
、
更
新
手
続
き
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
な
ど（
追
加
受
付
の
み
）

令
和
２
年
度
（
１
年
間
）

《
町
指
定
様
式
（
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）》

※

平
成
31
・
32
年
度
資
格
の
中

間
年
で
す
が
、
更
新
手
続
き
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

◆
物
品
・
役
務
な
ど（
定
期
受

付
）

令
和
２
〜
４
年
度
（
３
年
間
）

《
町
指
定
用
紙
（
町
ホ
ー
ム
ペ

職
員
人
事

お
知
ら
せ

入
札
参
加
資
格
審
査
受
付

　

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

お
よ
び
物
品
・
役
務
な
ど
に
係

る
「
一
般
競
争（
指
名
競
争
）入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
」
の
受

付
を
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　

令
和
２
年
２
月
３

日（
月
）〜
28
日（
金
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
、

日
、
祝
日
を
除
く
）

相　

談

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る
「
消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
12
月
３
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
12
月
10
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
12
月
17
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
12
月
24
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
１
０
３
）

消
費
生
活
相
談

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

「
居
場
所
」「
親
の
会
」

◆
居
場
所

12
月
２
日（
月
）、
３
日（
火
）、

９
日（
月
）、
10
日（
火
）、
16
日

（
月
）、
17
日（
火
）、
23
日（
月
）、

１
月
７
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

◆
親
の
会

12
月
４
日（
水
）、
１
月
８
日

（
水
）午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

大
谷
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー　

１
階
和
室

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

よ
り
み

ち
（
☎
０
９
０
―
７
０
９
３
―

９
５
９
５
）
開
所
時
間
内
の
み

※
非
通
知
設
定
の
場
合
は
お
答

え
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

※
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の…

」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の…

」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

12
月
６
日（
金
）、
20
日（
金
）

１
月
17
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）
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無
料
法
律
相
談

12
月
９
日（
月
）、
23
日（
月
）

１
月
14
日（
火
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

就
職
相
談

12
月
10
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

12
月
17
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

12
月
４
日（
水
）、
25
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（
☎
０
７
３
６―
33

―

４
９
０
９
）

ふ
く
し
何
で
も
相
談

　

日
常
生
活
上
の
困
り
ご
と
に

幅
広
く
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
祝
日
を
除
く
）

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

電
話
で
の
相
談
や
訪
問
し
て

の
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
22―

４
３
１
１
）

無
料
職
業
紹
介
所

　

本
町
で
は
役
場
産
業
観
光
課

内
に
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
事
業
者
お
よ
び
住
民
の

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授

業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
下

さ
い
。

出
願
期
間

◆
第
１
回　

２
月
29
日（
土
）

◆
第
２
回　

３
月
17
日（
火
）

問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
和
歌

山
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
３

―
４
３
１―

０
３
６
０
）

方
に
対
し
て
、
求
人
・
求
職
の

情
報
提
供
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。
求
人
・
求
職
を
ご

希
望
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
町
無

料
職
業
紹
介
所
（
産
業
観
光
課

内　

内
線
２
１
０
３
）

児
童
虐
待
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
」、

「
子
育
て
が
辛
く
て
つ
い
子
ど

も
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
」
ま
た

は
「
虐
待
を
疑
わ
れ
て
困
っ
て

い
る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
一

人
で
抱
え
な
い
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

※

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

か
つ
ら
ぎ
町
児
童
虐
待
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
22―

８
８
７
７
）

そ
の
他
の
通
告
先　

伊
都
振
興

局
健
康
福
祉
部
（
☎
０
７
３
６

―

42―

３
２
１
０
）、
和
歌
山

県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
（
１
８
９
番
）

※

緊
急
を
要
す
る
場
合
は
警
察

（
１
１
０
番
）
ま
で

募　

集

41,600円
―

95,508円
―

1,330円
15,000円
153,438円

４件
―
８件
―
１件
２件
15件

20,800円
―
―
―
―

6,000円
26,800円

２件
―
―
―
―
２件
４件

町および町長 議会および議長

弔　意
見舞い
お祝い
賛　助
会　費
その他
計

９・10月分 金　額 件数 金　額 件数

町および町長・議会および議長交際費の公表
納期限
● 町民税・県民税　　　　第７期
● 固定資産税　　　　　　第７期
● 町外固定資産税　　　　第４期
● 国民健康保険税　　　　第６期
● 後期高齢者医療保険料　第６期

● 介護保険料　　　　　　第５期
町税などの納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

○12月25日 （水）

○12月27日 （金）
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ブ
ラ
ッ
ク
シ
ー
プ
・
キ
ー
パ
ー

　
　
　
　
　
　

柿
本　

み
づ
ほ

記
憶
の
盆
お
ど
り　

町
田　

康

逃
亡
小
説
集　
　

吉
田　

修
一

迷
い
な
が
ら
生
き
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　

五
木　

寛
之

ど
う
し
て
も
生
き
て
る

　
　
　
　
　
　

朝
井　

リ
ョ
ウ

人
を
乞
う　

あ
さ
の　

あ
つ
こ

ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

糸

小
箱　
　
　
　
　

小
川　

洋
子

奔
る
男　
　
　
　

堂
場　

瞬
一

彼
女
た
ち
の
犯
罪　

横
関　

大

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　

伊
兼　

源
太
郎

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

大
人
に
な
っ
た
ら
行
っ
て
み
た

い
！
世
界
の
ふ
し
ぎ
な
風
景
図

鑑
　

パ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

き
ら
い
き
ら
い
！

　
　
　
　
　
　
　

武
田　

美
穂

せ
か
い
い
ち
し
あ
わ
せ
な
ク
マ

の
ぬ
い
ぐ
る
み

　
　
　
　

サ
ム
・
ア
ッ
シ
ャ
ー

や
さ
い
の
が
っ
こ
う　

キ
ャ
ベ

ツ
く
ん
お
は
な
に
な
る
？

　
　
　
　
　
　

な
か
や　

み
わ

認
知
症
の
人
と
一
緒
に
作
る
ア

ル
バ
ム
自
分
史　

北
林　

陽
児

Ｑ
＆
Ａ
で
わ
か
る
子
ど
も
の
ネ

ッ
ト
依
存
と
ゲ
ー
ム
障
害

　
　
　
　
　
　
　
　

樋
口　

進

フ
ァ
ス
ナ
ー
ポ
ー
チ
作
り
の
達

人
に
な
る
！　

鈴
木　

ふ
く
え

こ
の
野
菜
は
こ
う
食
べ
る

　
　
　
　
　
　
　

笠
原　

将
弘

運
転
を
あ
き
ら
め
な
い
シ
ニ
ア

の
本
音
と
新
・
対
策

　
　
　
　
　
　
　

岩
越　

和
紀

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

「本の福袋」貸し出します

た
ら
ち
ね
の
母
の
形
見
の
秋
扇　
　
　
　
　
　
　

小
嶋
久
美
子

池
の
鳰
撒
餌
に
滑
る
速
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　

辻
本　

安
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
丁
字
会
）

介
護
士
の
笑
顔
溢
る
る
年
忘
れ　
　
　
　
　
　
　

前
尾
五
月
夫

駐
車
場
の
慌
た
だ
し
さ
も
年
の
暮　
　
　
　
　
　

谷
岡　

清
灯

心
に
も
余
白
の
あ
り
て
日
記
買
ふ　
　
　
　
　
　

中
畑　

隆
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
麦
句
会
）

　図書館の職員が選んだ本を福袋にして貸し出しま
す。どんな本が入っているかは、借りてからのお楽
しみ。新しい本との出会いがありますように。袋に
はそれぞれ２冊の本と「しおり」「雑誌の付録引換
券」などのおまけ付き！
日時　１月５日（日）午前９時～なくなり次第終了
場所　町立図書館　　貸出期間　２週間
※カード１枚につき１袋まで。１袋で２冊分の貸し出しとな
　ります。返却の際は、本のみご返却ください。

年末の貸出期間延長について

　12月15日（日）～28日（土）に本とＤＶＤを借りた方
の貸出期間は28日以内となります。
※この間の本の延期につきましては、通常通り14日以内と
　なります。ＤＶＤは、通常通り延期はできません。

問い合わせ　図書館（内線３０２０）

真
夜
中
の
玻
璃
に
モ
ス
ラ
の
ご
と
き
蛾
の
威
嚇
の
ま
な
こ
青
く

光
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
多
浦
二
三
子

山
法
師
の
白
揺
れ
揺
れ
て
こ
の
里
の
ど
こ
か
に
夫
の
居
る
よ
う

な
初
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　
　

節
子

紀
の
川
の
流
れ
近
く
に
佇
み
て
昔
な
が
ら
の
瀬
音
聴
き
い
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芋
瀬　

重
治

姿
な
く
鳴
き
声
だ
け
が
聞
こ
え
来
る
「
て
っ
ぺ
ん
か
け
た
か
」

山
に
響
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
根
木
定
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
か
つ
ら
ぎ
短
歌
会
）

【
正
】
十
五
号
の
爪
跡
残
す
灯
さ
え
届
か
ぬ
千
葉
に
非
情
の
雨
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
岡
寿
美
子

お
詫
び
と
訂
正

　

先
月
掲
載
短
歌
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

  2(月)・9(月)
16(月)
29(日)～1/4(土)
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

　健康診査は令和２年２月末日まで受けることができます。受診券をお持ちの方で、
まだ健康診査を受けていない方は、この機会にぜひご自身の健康状態をチェックしましょう。

■医科健康診査
対 象 者　75歳以上の方、65歳以上75歳未満で一定の障害認定を受けられた方
検査項目　問診、計測、診察、脂質、肝機能、尿、腎機能、代謝系
実施場所　受診券と同封している実施医療機関一覧に記載されている医療機関

■歯科健康診査
対 象 者　平成31年３月末で75歳、80歳、85歳の方と90歳以上の方
　　　　　※対象者には５月末に受診券などを発送しています。
検査項目　問診、口腔内検査、口腔機能検査
実施場所　受診券と同封している実施医療機関一覧に記載されている医療機関
　　　　　※受診券などの紛失やご不明な点があれば、お問い合わせください。

後期高齢者の皆さんへ 健康診査は受けられましたか

問い合わせ　和歌山県後期高齢者医療広域連合（☎０７３－４２８－６６８８）

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５４）

費用無料

　11月下旬から12月上旬にかけて、ジェネリック医薬品を使用した場合、１カ月の自己負担額
が200円以上軽減される可能性がある方を対象に、和歌山県後期高齢者医療広域連合から
ジェネリック医薬品使用促進のお知らせを送付します。
　患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、この機会にジェネリック医薬品の使用をご検
討ください。
※この通知は、現在処方されている薬をジェネ
リック医薬品へ切り替えた場合、薬代がどれ
ぐらい軽減できるかをお伝えするもので、切
り替えを強制するものではありません。

※薬によっては、ジェネリック医薬品への切り
替えができない場合もあります。かかりつけ
の医師または薬剤師にご相談ください。

後期高齢者医療制度に加入されている皆さんへ

　今回は、おから料理を紹介します！皆さんの参加を、お待ちしています！

日　時　12月12日（木）午前10時～（受付９時30分～）
場　所　総合文化会館３階　調理実習室
定　員　先着20名　　参加費　３００円
対　象　町内在住の男性
持ち物　エプロン、三角巾、ハンドタオル

『男性のための料理教室』開催

問い合わせ　後発医薬品利用差額通知コールセンター（☎０１２０－５３－０００６）
　　　　　　健康推進課保険年金係（内線２０５８）

締切
12月５日
（木）

≪ジェネリック医薬品とは≫
　先発医薬品（新薬）の特許が終了したあと
に発売される、先発医薬品と同等の品質・有
効性・安全性をもつと国から認められた医薬
品です。開発費が抑えられるため、先発医薬
品より低価格で提供され経済的です。

・小芋ごはん
・おからコロッケ
・具だくさん味噌汁
・フルーツのヨーグルト和え

メニュー
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（内線６０１３）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。

・ 毎月第１、第２金曜日
　　午前中（午前9時～11時30分）

誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

クリスママスコンサート
※親子で楽しめる
　コンサートです

お正月飾り
※要予約 12月2日㈪～
※定員 10組
※持ち物 お気に入りの写真2～3枚

子どもたちの遊びの広場です。
製作など楽しい活動がいっぱいです。

わくわく広場

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・12月25日（水） 午前10時～11時

・12月12日（木）
　午前10時～11時

● 園庭開放

佐　野

三　谷

第２
火曜日
第３
火曜日

１月14日
午前９時30分～10時30分
１月21日
午前９時30分～10時30分

第２
火曜日
第３
火曜日

12月10日
午前９時30分～10時30分
12月17日
午前９時30分～10時30分

１　

月

こども園名 日　　時

佐　野

三　谷

12　

月

１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

・12月２日（月） 午前10時～11時

・12月12日（木） 午後1時～3時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

手作りおもちゃ
「鈴おとし」

☆12月のみ子供１人につき100円必要

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・12月18日（水） 午前10時～11時

なかよし広場

笠田公民館
（笠田ふるさと交流館）

見好公民館

12月20日㈮
10:00～11:00
１月17日㈮
10:00～11:00
12月13日㈮
10:00～11:00
１月15日㈬
10:00～11:00

12月19日㈭
10:00～11:00
１月16日㈭
10:00～11:00

笠田育児
サークル

渋田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

丁ノ町地域
交流センター

12月５日㈭
10:00～11:00

妙寺公民館

サークル名 場　　所 日　　　時

● 育児サークル

赤
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
で
ク
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

手
作
り
お
や
つ
を
作
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た
。

な
か
よ
し
広
場
「
き
の
こ
公
園
で
あ
そ
ぼ
う
」

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
い
っ
ぱ
い
遊
び
ま
し
た
。

※毎月第２・第３火曜日を予定していますが、園行
　事などの関係で日程を変更することがあります。
　広報または町ホームページをご確認ください。
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）
1212月の保健カレンダー月の保健カレンダー12月の保健カレンダー

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

12月５日㈭
１月９日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、1歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

令和元年６月生まれ
令和元年８月生まれ

平成30年４月生まれ
平成30年５月生まれ

平成31年１月生まれ

平成31年２月生まれ

平成29年10月生まれ

令和元年５月生まれ

平成30年12月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

12月25日㈬
13:00～14:00
12月17日㈫
13:00～14:00

12月３日㈫
9:30～10:00

１月７日㈫
9:30～10:00

12月２日㈪
9:30～10:00

平成29年11月生まれ１月６日㈪
9:30～10:00

12月13日㈮
13:30～15:30
12月11日㈬
13:30～14:30
12月18日㈬
13:30～14:30
12月11日㈬
10:00～11:00

平成31年１月生まれ１月８日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

１歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

● 母子の健診・相談・教室

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

● 糖尿病フォローアップ教室

「運動編③　室内での運動
　～寒い日にもお家でできる筋トレで血糖値改善～」
日　　時　１月８日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター３階

◆１月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

「年末年始の血糖管理　
　～食事と運動で血糖値上昇を防ごう～」
日　　時　12月11日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター３階

◆12月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

● 献血

12月10日㈫ か つ ら ぎ 町 役 場
保健福祉センター前 10:00～12:00

12月26日㈭ 和歌山県立医科大学
附属病院紀北分院 14:00～16:00

月　日 時　間場　　　所

【対象者】16～69歳までの方。ただし、65歳以上の方については、
60～64歳の間に献血経験があり、健康上特に問題のない方。
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